
	

	まえがき

	
		2021年の夏ごろから絵日記を書いてスレ立てしていたのですが、これまでの絵日記画像を電子書籍？にまとめました。
		せっかくなので画像に加えてスレを立てた時に書ききれなかった補足や振り返りを追記して自分が日記として見直せるようにしました。
	


	はじめての絵日記 (2021 年 7 月 22 日)

	

	
		はじめてスレ立てした絵日記です。
		春に買ったエブリイでフェリーの乗船と長距離ドライブに挑戦した記念でもあります。
	

		まずは松山観光港からフェリーに乗って北九州市の小倉港まで移動しました。
		観光港は自宅から車ですぐなので、この日は休みを取らずに定時まで ROUDOU してから出発しました。
	

		

	
		この航路は割と昔からあるのですが利用が伸び悩んでいたのか元運行していたフェリーさんふらわあは撤退してしまい、
		その後石崎汽船に引き継がれて 2019 年に船の内装をリニューアルしたものの船そのものは古いままなのがちょっと残念なところです。
	

		

	
		二等船室はスレ画像のような昔ながらの 8 人用の個室、または大広間的な雑魚寝スペースです。
		公式サイトだとフォトショマジックで明るく楽し気な雰囲気になっているのがちょっと面白いですが、
		実際は夜間のみの運行なので窓は締切りですし、照明も普通に蛍光灯なのでまあこんなものです。
	

	
		
		
	

	
		公式サイトの 2 等船室 (上)、と FOX が撮った 2 等船室 (下)。
	

		

	

	
		車両甲板からロビーに上がったところにある畳張りのお座敷スペース。お食事などはここで頂きます。
	

	

	
		お座敷からロビーを撮りました。右手にあるシャッターが閉められているところは出航直後と到着直前だけ開いている売店です。
		ただあまり利用するお客さんが多くないのか、棚に空きが目立っていたりアイス用の冷凍ケースも故障中だったりとかなり残念な状態でした……
	

		奥の壁際にあるスペースは立食スペースです。リニューアル前は確かここが軽食の調理スペースで麺類とか軽い丼物が頼めたような気がします。
		今は軽食の販売は無くなって食事の手段は自販機のカップ麺のみになってしまいました。
		小倉港は小倉駅が近いので乗船する前に食事できる場所がいくらでもあるのですが、
		松山観光港は近くに食事が出来るような場所が無く、観光港の食堂も閉まっているので夕食は港に向かう前に松山市街で済ませておく必要があります。
	

		

	
		ところで、船室が古臭いのは味があると言えなくもないのですが、お風呂が小さくて古いのは割と素で辛かったです……。
		古いというかぶっちゃけ汚いので潔癖な人は本気で駄目だと思います。
		天井見上げたらなんか隅っこが黒ずんでるし……。
	

		あともう一つ辛いのが松山行き、小倉行きとも午前 5 時到着だというところです。
		7 時まで船内休憩が可能なのですが、車両で乗船した場合一旦下船して外の駐車場に移動しなければならないので、どちらにしても 5 時に早起きしないといけません。つらい。
	

	

	
		小倉港から山の向こうの日の出を眺める。
		どうせ早起きするんだからと船内休憩せずにそのまま下船したのですが、駅ビル前で朝食を食べられる店が開くまで待ち時間が長い長い。
	

		

	
		この日のドライブは小倉から関門トンネルを通って瀬戸内海の海岸線沿いに山口県の柳井やない港の予定でした。
		関門トンネルは今回車で通過した車道トンネルとその真下にある人道トンネル、JR 山陽本線の通る鉄道トンネル、山陽新幹線の通る新関門トンネルがあります。
		

		鉄道トンネルもデッドセクションや電源切り替えが見られるので乗り鉄の人には有名ですね。
		

		人道トンネルは徒歩と自転車だと無料で通ることが出来るので、地元の人がランニングや散歩してたりするのでそこそこ交通量があります。
	

	

	
		本州側の人道トンネル入り口は国道 9 号線沿い、「関門プラザ」という観光客向け施設が併設されています。
		この建物からエレベータでトンネルに降ります。
	

	

	
		関門プラザの目の前には関門橋が見えます。そして対岸には九州側入り口の建物が見えます。
		こんなに狭い海峡だというのにコンテナ船やタンカーがバンバン通るのが凄いです。
	

	

	
		九州側入り口には和布刈めかり神社があります。
		潮の満ち引きを司る瀬織津姫せおりつひめを祀っているそうです。
	

	

	
		観光サイトでよく載っている海底の福岡県／山口県の境界。観光できた人はみんなここで写真を撮ります。
		もちろん私も撮りました。
	

	

	
		本州側の海岸沿いに設置されている大砲のレプリカ。
		スレで「」が教えてくれた情報によると 100 円入れると砲声が鳴るとか。
	

		

	
		関門トンネルを一しきり楽しんだ後は柳井を目指す旅を再開です。
		国道 9 号から 2 号、続いて 190 号を通って宇部市を通過します。
		宇部には旧電が廃止されて久しい小野田線、宇部興産専用道路の道路同士の踏切、あとエヴァ劇場版でちょっと話題になった宇部新川駅とか
		見所はたくさんあったのですが残念ながら時間の都合で今日は全スルーです。
	

		

	
		そしてただでさえ時間の余裕が無いのに途中でバイパスの分岐を間違えて以降、
		Android Auto のナビがどんどんおかしなことになってどんどん海岸線から外れた挙句ついに海どころか内陸ど真ん中なフジグラン山口へ……。
		もう日帰り諦めて湯田温泉とか行くかぁ？って気になりましたが頑張って復帰しました。
		FOX・ランチはここで山口要素が欠片も無いゴーゴーカレー、美味しかったです。
	

	

	
		これはいいフジグラン。
	

		

	

	
		柳井港に到達するには山陽道から内陸を走って国道 437 号から海に出るルート、または海岸線沿いに国道 188 号を進むルートがあります。
		今回は後者のルートを取ったのですが、いいフジグランで無駄に時間を潰してしまった上に
		またもや謎のナビゲーションで海岸線から離れて行ったりして、そんなこんなでだんだん日が傾いてきて
		海を眺めながら優雅にドライブしている場合じゃなく割と焦りました。
		結局のところ着いた時間は結構余裕があったのですが、早けれは早いで今度は港の周りに何もないので出港の時間まですることが無いという……
	

	

	
		今回乗ったフェリー「おれんじまーきゅりー」です。座席中心の中規模なフェリーで 2 時間半ほどの船旅になります。
	

	

	

	
		旅行シーズンでもないので観光客はほとんどいないようで、皆景色を楽しむでもなくカーペット席で寝ていました。
		観光客なはずの私も寝ていました。
	


	興居島ごごしま (2021年7月25日)

	

	
		七月の四連休の最初の二日を山口ドライブで過ごし、一日ゆっくりお休みして最後の一日は近所のお船に乗りました。
		伊予鉄の終点、高浜港の向かいにある港から対岸に見える島で「ごごしま」と読みます。
		離島ではあるのですが、フェリーで10分ほどで渡れる上にフェリーが発着する頻度も高いので
		あまり離島という雰囲気はありません。
	

		高浜港からのフェリーは島の北側「由良ゆら港」と南側の「泊とまり港」に発着します。
		今回は由良港に上陸し、そこから海岸沿いにレンタサイクルで南側の泊港までの 4km 程の道のりを走ってきました。
	

		

	

	
	

	

	
		由良港からレンタサイクルを少し走らせたところにある駐車場に立っていた看板。
		船で間に合わないような緊急時にはヘリコプターを使うんですね。
	

	

	
		興居島は島全体でみかんの栽培が盛んなので、いたるところに収穫したミカンを運ぶためのモノレールがあります。
		こういうのを見かけるとレールを追いたくなるというか、ゲームだと中盤から動かせるようになってショートカットに使える奴ですね。
	

	

	
		島の外周道路はサイクリングロードとしてもおすすめされている、よく整備された走りやすい道です。
		画像のあたりは青空と青い海を横に見ながら涼しい潮風に吹かれながら気持ちよく走れるとても良い場所でした。
		車も少なく快適に走れすぎるので、調子に乗りすぎて事故らないよう注意です。
	

		

	

	

	
		由良港はマリンショップの待ち合わせ場所になっていたり近くにスーパーがあったりでにぎわっているのに対して
		泊港の周りはこんな感じで閑ｓ…静かな場所です。
		港のすぐ近くに廃校跡を改装したレストランがあるので、今のご時世になるまではもう少し賑わっていたのかもしれません。
	

		

	

	

	

	
		島と高浜港間を往復するフェリーは片道 10 分程でピストン輸送するという運用から
		船の作りは乗客の待機スペースと操舵室が車両甲板を跨いでいるだけというシンプルな作りになっています。
		上の写真で停泊中の船の左舷後方、入り口が見えているところにエアコンの効いた船室らしい船室はあるのですが
		写真に写っている範囲がほぼ全体で、まあ狭いです。
	


	国道196号からイオンモール今治へ (2021年7月31日)

	

	
		松山からドライブで隣の今治までお出かけしました話です。
		松山市と今治市を結ぶ主要なルートは3つあり、一つ目は北条バイパスを抜けて海岸線沿いを走る国道196号、
		二つ目は奥道後から石手川ダムを抜けて山を突っ切る国道317号、
		三つ目は松山自動車道と並走して小松から半島の東側海岸沿いに北上する国道11号です。
	

		中でも国道196号のルートは天気がいいと青空と海を眺めながら走れる快適な道なので、
		休日になるとこの道を通ってわざわざイオンモールまでお出かけしています。
		景色の良さもいいのに加えて新規開発した工業団地内の立地なので休日にあまり渋滞しないのも嬉しいところです。
	

		途中には道の駅をはじめ、スレで話に出たカレーの美味しい喫茶店やアメリカ風のドライブインがあったりしてそのうち寄ってみたいです。
	

		

	

		ところで今乗ってるエブリイはカーナビではなく、Android Auto 対応のディスプレイオーディオを載せています。
		ナビの機能はスマホを接続して実現するのでいつでも最新バージョンにアップデート！
		……はいいんですが、夏場は肝心のスマートフォンが過熱してしまってたびたび挙動がおかしくなります。
		ナビよりもメディアプレイヤーが処理速度を落とされて画像のような音飛び状態になってしまうほうが典型的な症状ですね。
	

		今時は高価なカーナビ専用機よりスマホをナビ代わりにするのが流行っていますがダッシュボードにスタンド立ててたりする人は冷却対策どうやってるんでしょう？
	

		

	

		画像のいい宮殿は日本食研の工場で、「シェーンブルン宮殿工場」はなんと正式名称です。
		日本食研は主に調味料、特に焼肉のたれ「晩餐館」が有名で「焼肉焼いても家焼くな」のCMを覚えている「」は同年代ですね。
		ちなみにこの工場以外にもう一つある「KO宮殿工場」は見学コースが設けられていて
		見学コースは内装まで宮殿だったり庭園があったりするらしいですよ。
	

		

	

		本社工場が宇宙戦艦な BEMAC は船舶用の機器を作っていたりするメーカーです。
		バスや電車に某宇宙戦艦風の広告を出したりしているので愛媛「」は見覚えあるかもしれません。
		YouTubeでCMのアニメを公開していたりもします。
	


	道後温泉・椿の湯 (2021年8月6日)

	

	
		何やら急に思い立って道後温泉にお出かけした時の日記です。
	

		

	

		2021 年現在、観光ガイドなどでお馴染みの道後温泉本館は保存修理工事中で部分的に営業しています。
		「本館」と呼ばれているように別館もあり、今回入りに行った「椿の湯」は地元向けの施設として営業している別館です。
		さらに隣に最近オープンした「飛鳥の湯」という別館もあるのですが、こちらはどちらかというと温泉を題材にしたテーマパーク然としていて
		お風呂に入りたい人には割高感があるように思います。
	

	

	
		工事中の本館です、後ろに見える青い鉄骨は工事中の個所を囲う覆いです。
		中央に見える鳳凰の暖簾？がかかっている場所が本来の入り口なのですが、この時はちょうど写真の側が工事中だったので
		裏側が臨時の入り口になっていました。
	

	

	
		こちらが今回入った椿の湯です。
		特に連休でも無し、コロナ禍もあって大して混んでいないだろうと高をくくっていたのですが
		なぜか超満員でお風呂に入るために行列するという残念なことになってしまいました。
		あげく入場制限までかかっていてのんびり茹ってると急かされるというこの理不尽よ。
	

		お風呂なので中の写真を撮る訳にはいかなかったのですが、地元向けなだけあって本館のような歴史ある雰囲気を楽しむものではなく一般的な銭湯のような造りでした。
		広くて快適であることは間違いないので、今回のように入場制限がかかるような混雑っぷりでなければゆったり楽しめただろうなと思いました。
	

		

	

		お風呂上りは温泉商店街をぶらぶらしてたまにはお高い晩ご飯でも食べてみようかなと思ったのに
		コロナ禍からの時短営業中で上がったころにはどの店も閉まっていました……かなしみ。
	

	

	

	
		道後温泉本館から伊予鉄道後温泉駅までのお土産屋さん街で見かけた萌えキャラの看板です。歩きながら撮ったせいで写真がボッケボケになってしまった…。
		「温泉むすめ」の「道後どうご泉海いずみちゃん」だそうです。
		温泉むすめは全国の温泉を網羅しててアニメ PV まであるんですね。
	

		その泉海ちゃんをマスコットとしてトライシクル (電動三輪車) のレンタルサービスをやっているのですが、残念ながら利用されているのを見たことがありません。
		車夫さんが観光案内してくれる人力車があるのに、わざわざ三輪車に乗りたいとは思わないだろうと思いますし、何より 2000 円は高いって……。
	

	

	
		この建物も観光ガイドによく写真が載っている伊予鉄 道後温泉駅です。駅の正面には定時に仕掛けが動き出すからくり時計と足湯がありますよ。
		中央の二階建ての建物は駅舎と思いきや実はスターバックスです。
		駅前のスタバなんて超行列していそうなものですが、観光客は商店街や周辺の雰囲気ある茶店を楽しむのか土日でも意外と混んでいません。
	

	

	
		これまた別方面で有名な道後ヘルスビル。左の通りはソープ街、右に行くと道後温泉前の商店街です。
		というか、目の前にソープがあるのにわざわざヘルスに行く人なんているのかね？
	


	松山～広島航路の新造船「シーパセオ」 (2021年8月30日)

	

	
		松山観光港と広島港は昔からフェリーの路線で結ばれていて、今は石崎汽船と瀬戸内海汽船が共同でフェリー、高速艇を運航しています。
		フェリーは2社が4隻体制で運航していたのですが、瀬戸内海汽船所有のフェリーが老朽化のため2018年に新造船「シーパセオ」に交代しました。
		ちょうど日曜にいい感じの快晴になったので乗ってきました。
		ちなみに料金は通常のフェリーと同じなので安心して乗りましょう。
	

	

	
		ピカピカの新造船なので内装も奇麗。中央前方は椅子席、中央部には売店とテーブル席です。
	

	

	
		左舷側にはカーペット席、フェリーではお馴染みのいわゆる雑魚寝スペースがあります。
		中央にある下駄箱の高さでわかると思いますが、窓がかなり低い位置にあって寝転んでいても窓が見えるようになっています。
	

	

	
		石崎汽船のフェリーでは船内の軽食サービスが廃止されてしまいましたがシーパセオでは引き続き提供されています。
		ありふれた冷凍うどんでも快晴の青空と海を見ながら食べれば最高のごちそうです。
	

	

	
		シーパセオの大きな特徴の一つがこの屋上甲板の人工芝スペースです。
		クーラーの効いた快適な室内もいいのですが、芝にじかに座り込んで潮風に吹かれながら島と海と空を眺めるのも良いものです。
	

		

	

	

	
		シーパセオで広島に渡ったと、同じルートで帰るのはイマイチつまらないので帰りはしまなみ海道から帰りました。
		それにしても、しまなみ海道は高速道路との接続が悪くて絶妙に不便なのがつらいところです。
		予想外に遅くなって来島海峡まで戻ってきたときにはすっかり夜です。
	

	

	
	

		FOX・ディナーはここの定番メニュー、釜揚げしらす丼です。
		しらすと薬味、生卵をたれで雑に混ぜて下品にかき込むのが大変に美味です。
	


	今治市営渡船ととびしま海道 (2021年9月19日)

	

	

	
		愛媛県北部の今治から本州に渡るには現在はしまなみ海道を渡って北東方向の尾道に到達するのが代表的なルートです。
		しかしもう一つ、今治港からフェリーに乗って岡村島へ、そこから橋で島を渡りながら西に進んで呉の東側に到達するルートがあります。
		このルートは「とびしま海道」と呼ばれていて、フェリーが小規模で本数が少なめではあるのですが
		本州側の目的地とスケジュールによってはルートの一つではあります。
	

		

	

		前回シーパセオに乗った帰りに候補として検索には上がったんですが、
		初見で時間の余裕が無いときに行くのは不安過ぎたのと乗り損なったらリカバリ不可能になるのでスルーしました。
		その際の日記でスレを立てた時に「」がこのルートを提案してくれたこともあって、せっかくなので乗りに行ってみました。
	

	

	
		これが今回乗ったフェリー「第二せきぜん」です。岡村港に到着して折り返すところを撮りました。
		朝、松山を出発した時には曇っていたんですが、島に着くころには暑いくらいの晴天になりました。
	

	

	
		割と小規模な船で、船室はこの写真に写っているカーペットと奥の20人分くらいの椅子席のみです。
		乗船時間が割とギリだったので既に人がいたため、堂々とカメラを向けるわけにもいかず盗撮みたいになってしまってますが……
	

	

	
		来島海峡大橋を潜り、たくさんの島を横目に走る航路は景色を楽しむには素晴らしく、観光で乗っているであろう人は船室外で写真を撮っていました。
	

	

	
		車両甲板です。船室が狭いせいもあるのでしょうが、おそらく地元の人であろう乗り慣れている感じの人たちは
		船室に行かずに自分の車の中で過ごされていました。
	

		

	

		ちなみに、この画像の右手前側が上の写真の船室です。
		一般的なフェリーでは車両甲板が前後を貫通した構造になっているのに対してこの船では写真奥から乗船する行き止まりの構造になっています。
		絵日記中でバックで乗船しているのはこのような構造のため、下船時に前進で降りられるようにするためです。
	

	

	
	

		海から見上げる橋というのはなかなか見られない光景ですね。
	

		

	

		この後、とびしま海道の各島を渡り、上蒲刈島かみかまかりじまの道の駅で海の写真を撮ったりしたのですが、
		あろうことかスマホの MicroSD が車内の熱で破損してしまいました。ショック！
		フェリーまでの写真は岡村港に到着してから一度バックアップしていたのでギリ失わずに済んだ……
	

		

	

	

	

	
		で、写真をロストしたのが悲しくて撮った広島電鉄の路面電車です。
		広電は長大編成の新型車両と一番下の画像左側の元京都市電のようなレトロ車両が混在しているのが良いよね……
	

		

	

		今回は一泊二日で初日は広島市内に泊まり、二日目は広島から呉、音戸の瀬戸を渡って江田島まで走ってみました。
	

	

	
		音戸の瀬戸は広島県の呉の南側、倉橋島との間の海峡で平清盛が開削したという伝説のある場所です。
	

		広島港から東方向へ最短距離で抜けるための超重要な航路なため通行量も多いのですが、
		幅が最も狭い箇所で80mしかない上に南側が直角カーブになっていて進路が目視不可能という
		海上保安庁もイチオシのベリーハード海域なのでフェリーや高速艇も例外なく徐行で通行します。
	

		橋は船舶が通過できるようかなりの高さにあって自転車や徒歩で渡るには不便なため
		ここを横断する渡し船が運行されていたのですが、コロナ禍での利用者激減、台風による船の損傷など悪要因が重なって残念ながら2021年で廃止になったようです。
	

		今回はここを渡る二つの音戸大橋のうち、新しくできたほうの第二音戸大橋を渡りました。
		橋を渡ってすぐのところにパーキングエリアが設置されていて、併設の展望台からは広島湾を眺めることができます。
		また、上下線の駐車場を結ぶ歩道橋からは音戸の瀬戸を通過する船や広島湾を眺めることが出来ます。
	

	

	

	
		音戸の瀬戸を通過するシーパセオ。
	

	

	

	
		江田島の最北端で広島港と結ぶフェリーが発着する切串港です。概ね30分おきに発着しています。
		レンガ造りの渋い待合室は二階が喫茶店のはずなのですが、昨今のコロナ禍で休業中。
		一階の売店も開店休業状態で寂しい様子でした。
	

		

	

		ちなみに、江田島への観光で良く訪れるであろう海上自衛隊第1術科学校に広島から行く場合、
		地図上だとここから上陸した方が近そうですが、
		島中央の中町に上陸して江田島湾をぐるっと回るルートが途中に飲食店やスーパーに寄れてオススメです。
		切串に上陸する場合はナビがまず案内するであろう東岸の国道487号は控えめに言って酷道なので
		西側から回り込む県道297号～国道487号のルートを通るのがおすすめです。
	

	

	
		船内の座席はほとんどが椅子席です。30分ほどなので売店はありませんが飲み物の自販機はあります。
	

	

	
		車両甲板の乗降口は柵があるだけの簡易なもので、大波に叩かれたら海に落ちるのではないかと不安になります。
	


	PCを新調した話 (2021年10月24日)

	

	
		自宅で使っている PC はゲーム用とそれ以外用に二台用意しているのですが、
		ゲーム用の C ドライブの調子がいよいよ悪くなってプチフリーズが頻発するようになってきたので思い切って新調することにしました。
	

		あんまりパソコンは詳しくないので個別のスペックは省略しますが、今はやりの？ AMD Ryzen にしました。
		その他のパーツも店員さん曰く「売れ筋の無難なパーツ」だそうで。
	

		元の PC で使っていた i5 4690S という CPU、いつ頃買ったやつだっけと調べてみたらリリースが 2014 年 2Q とありますね…
		今回買った Ryzen 5600X で一体何世代スキップしたのやらという話ですよ。
	

		

	
		ビデオカードは GTX 1060 を引き続き使っています。こちらもそこそこ長く使っているはずなので新調できれば良かったのですが、
		何しろビデオカードは価格高騰が酷いことになっているので壊れるまではなんとか乗り切りたいところです。
	

		1060 自体ミドルエンドとしてある程度妥協すれば今でも十分使えるし、30cm 超のカードが入らないような一昔前の MicroATX ケースにも入る
		ショートサイズがあったり電源が 8 ピン 1 個でいけたりと使い勝手が良いんですよね。
		似たようなことを考えている人が多いのか、Steam の統計でも未だ 1060 はトップの使用率だとか。
		(2022 年 3 月分の統計でも約 8% で未だトップでした。マジか……)
	

		

	
		しかしもしこれが壊れてしまったら次は何にすればいいだろう。RTX3060 ？
	

	

	
		スレで突っ込まれていたのですが、ケースはかなりでかいです。336 × 320 × 424 mm (幅×高さ×奥行き) あります。
		サーマルテイクの Core V21 というケースなのですが、今回は何を思ったかマザーボード横置き型にしたくてこれにしました。
		前回の日記でとびしま海道に行った際に寄った広島のエディオンで偶然このケースを見つけたので衝動買いしたとも言えますが……
		実際のところ、一般的なタワー型に比べて幅が広いのと正面向きが正方形に近いせいで巨大に見えるのですが、
		その分背が低いので巨大感はそれほどでもありません。奥行きは大差ないですしね。
	

		それよりもマザーボード横置きなのでビデオカードの重さを支えるつっかえ棒不要なのと、正面と背面以外の全ての壁を取り外せるので
		組み立てが物凄く楽なのが嬉しい気遣いです。
		マザーボードの取り付け時にあっちこっち引っかかりながら右往左往するのはウンザリなんじゃよー。
	

		

	
		あと、前の PC では HDD だったんですが、今回はさすがに SSD にしました。M.2 は配線不要なのが楽でいいですね。
		SATA から NVMe になったせいかゲームのロードもかなり早くなったようで、
		FF14 でダンジョン突入時に他のメンバーより先にロードが終わるようになってちょっと優越感です。
		それにしてもこんな USB メモリみたいなサイズに 1TB とかとんでもない時代になったものだ…
	


	三津の渡し (2021年11月23日)

	

	
		朝からいい天気だったのでお出かけした時の日記です。
		この日はエブリイではなく普段乗らないようなバスの路線に乗ってみたくなって松山市駅から三津浜港まで乗ってきました。
		住宅街を通るルートだったんですが、普通車同士でもスレ違いが困難なところを壁すれすれまで寄ってなんとか通るところにプロの技を感じました……。
	

	

	

	
		三津浜と言えば、伊予鉄三津駅の近くの公園に「ポンジュース発祥の地」なる石碑が立っています。
		えひめ飲料の旧三津工場跡地だそうですが、それにしては狭くね？
		現在では住宅になっている周辺も含めて当時は工場の敷地だったのでしょうが、最初は町工場くらいの規模で頑張っていたんでしょうか。
	

	

	
		今回のタイトルの「三津の渡し」は三津浜港のある三津地域と、漁港にもなっている湾を挟んだ対岸の港山地区を結ぶ公営渡船です。
		距離にして約80メートル、5分もかからない航路で、運営としては松山市道の一部とみなされており無料で利用することが出来ます。
	

		ちなみに時刻表などは無く、乗り場に行けばすぐ乗せてもらえます。船が対岸にいる場合は呼べば来てくれます。
		休日だったのですが眺めていると地元の方と思われる人がそこそこの頻度で乗っていました。
	

		現在ではマイカーを当たり前に使っているし車があれば市街地まで足を延ばすだろうと思っていたので正直意外でした。
		廃止に踏み切れない程度には利用されている、一方で橋を架けるには湾を通る船を通せる程度に大規模な橋にする必要があるということで
		船の運用を続けているのだなと思いました。
	

		松山市としては観光スポットの一つにしたいようで、映画のロケに使われたことがあることをアピールしていますが
		それはちょっと無理じゃないかなと思います……
	

		

	
		三津の渡しにのって港山側へ渡り、そこから徒歩で梅津寺ばいしんじへ向かいました。
	

	

	
		ここには前から気になっていた「みきゃんパーク」なるアンテナショップ的なものがあり、みかんのPR活動を行っています。
		せっかくなのでみかんソフトクリームを頂いてきました。
		伊予柑の甘酸っぱさと香りをお手軽に楽しめるオススメスイーツです。
		松山空港でも食べられるので、「」も松山に来た際には是非。
	

	

	
		みきゃんパークの隣にはホテルチェーン店「旅籠屋はたごや」があります。
		正直この辺りには何もないので何故ここにホテルを作ったのかは謎です。
		みきゃんパークの前には愛媛FCのクラブハウスがあったので、サッカーファン狙いだったのでしょうか。
	

	

	
		この辺りの観光スポットと言えば、他には「坂の上の雲」秋山兄弟像と海水浴場くらいですが、
		ホテルに泊まってまで行く場所かと言えば、うｎ。
	


	大晦日をキスケの湯で過ごす (2021年12月31日)

	

	
		ここ何年かは大晦日はスーパー銭湯で汗を流し、夕食を頂くという過ごし方をしています。
		JR松山駅前の「キスケの湯」ですが、年末年始仕様なのか玄関がゲーミング仕様の輝きになっていました…
	

	

	
		ゲーミング提灯に彩られた玄関
	

	

	
		こちらが公式サイトにも乗っている普段の様子
	

		

	
		道後温泉からかなり離れた場所にあるので泉源からお湯を運んでくるタイプの施設かしらと思っていたのですが、一応の大深度から直接くみ上げている天然温泉だとか。
		そんなところからくみ上げて大丈夫か？
		高い保温効果があるという塩化物泉のおかげかどうかはわかりませんが、湯あがりには体が温まって、入る前までは指先が痛いくらいに冷え切っていたのがウソのようです。
	

		一般的な浴槽とサウナの他、薬草を混ぜたという薬湯やぬるめのお湯の中を立って歩く歩き湯、信楽焼の壺の中に入って温まるというような変わり種のお風呂もあります。
		私は利用したことはありませんが。
	

		

	
		お風呂上りにコーヒー牛乳を頂くのは銭湯の定型だと思います。お好みで白牛乳でもフルーツ牛乳でもいいですが。
		普通の自販機もあるので缶コーヒーや紙パックのコーヒー牛乳も売っているのですが、銭湯では瓶のやつです。
	

		施設内には休憩スペースも用意されていて、漫画を読みながらのんびり休憩することも出来ます。漫画喫茶か！
	

	

	
		一息ついたら今年最後の年越しうどんを施設内のレストランで頂きました。蕎麦もいいけど愛媛ならうどんだよね！
		FOX ならきつねうどんだろうというツッコミがあったのですが、残念ながらきつねうどんはありませんでした。
		多分油揚げが他メニューと共用できないからだと思います。
	

	

	
		食後のデザートは生湯葉のぜんざいです。
		生湯葉って食べた事なかったのですが、サクサクに揚がっていながら中はトロリとした食感と
		甘さ控えめのぜんざいがよく合って美味しく頂きました。
	

	

	
		帰りに寄ったローソンでの一枚。
		大晦日の夜で人通りも少なくなった肌寒い夜の雰囲気は嫌いじゃないです。
	

		

	
		かつて友人と連れ立ってくるまでコミケに上京していたころ、冬コミの帰りに立ち寄ったコンビニの雰囲気を思い出しました。
	


	伊豫稲荷神社で初詣 (2022年1月2日)

	

	
		松山で初詣と言えば、有名どころでは愛媛縣えひめけん護國ごこく神社、伊佐爾波いさにわ神社、湯ゆ神社あたりですが、
		今年の初詣は伊予市にある伊豫稲荷いよいなり神社に行きました。
		例年は三が日に伊予鉄の終点、郡中港や松山市駅から臨時バスが出ているのですが、2021 年、2022 年はコロナ禍の影響で松山市駅からの臨時バスは取りやめになってしまいました。
	

		臨時バスが出るほどの神社であればさぞ立派なのだろうと期待していたのですが、いざ着いてみるとこじんまりとした感じで
		約 400 メートルの参道も生活道路として街に溶け込んでいます。
		それでも参道入り口の鳥居はなかなかのインパクトではあるのですが。
	

		

	
		ちなみに、初詣向けの臨時駐車場もあるにはあったのですが
		近所の公園を一時的に駐車場にしたものでせいぜい十数台程度しか止められないので、マイカーでのお参りは全くオススメしません。
	

		

	
		神社の境内はそこそこの賑わいで鳥居正面の本殿にはお祈りをする人の列が出来ていました。
		本殿の脇から背後の山の方に入ると、稲荷神社らしい千本鳥居……のミニサイズがあり、その奥には久美社というお社が置かれています。
		言い伝えによると久美社には九尾の狐の尾が祀られているとか。
		伊予名物の松山揚げがお供えされている脇にはお守り兼おみくじがセルフサービスで売っていたので、一つ買ってきました。
	

		

	
		境内はあまり広くないのですが屋台が数店出ていました。その中でも腰を落ち着けて温かい飲み物でも頂こうかと
		写真のマシュマロ入りホットチョコレートを頂いてきました。ちなみにコーヒーや甘酒もあるのでお好みで。
		チョコレート自体は甘さ控えめで、マシュマロを溶かして砂糖代わりにしています。
		溶ける前のアツアツのマシュマロと溶けて甘くなったホットチョコレートで二度美味しく、チョコレートで身体も温まって元気が出てきたので
		帰りはバスに乗らずに伊予鉄の郡中港まで歩いて帰りました。
	

		

	
		鳥居を出ると正面には緩やかな下り坂の参道、その向こうには伊予灘が見えます。
		この日はちょうど気持ちのいい快晴だったので、青い空と青い海がとても奇麗でした。……写真ではいまいち海が良く見えませんが……。
	

		

		

		

	
		FOX・おまけ その1

		帰りに伊佐爾波神社にも寄ってみました。
		伊予鉄道後温泉駅の真正面が参道なのでお参りしやすいのですが、なんか凄い行列になっとる！
		ちなみにこの神社には算額が納められていて、境内の参拝路にその写真が展示されていたのですがまったく解ける気がしませんでした。
		というか図だけ見ると入試問題を思い出すような内容で見ただけで途方に暮れるのですが、これが江戸時代に解けたのか……マジか……。
	

		

		

	
		FOX・おまけ その2

		道後温泉直近の初詣スポットとしては湯神社も有名どころ、神社の隣には道後温泉の駐車場でもあるのでマイカーで初詣に来る人はここがオススメです。
		駐車場の脇には道後温泉本館を見渡せる足湯が設置されています。
	

		

	
		個人的には湯神社の隣にある中嶋神社もオススメしたいです。
		ここはお菓子の神様が祀られている神社なので、お参りすれば今年一年、美味しいお菓子に出会えるかもしれません。
		そういえば不定期に開催されている全国菓子博覧会は例年の開催ペースから行けば今年あたり開催年になるのですが、
		コロナ禍が当面続くでしょうから開催は絶望的なのでしょうね……
	


	超オススメのオレンジフェリー (2022年1月7日)

	

	
		四国発着のフェリーの中で特にオススメなのがこのオレンジフェリーです。
		霊峰、石鎚山いしづちさんのふもとに当たる東予とうよと大阪南港を結ぶ航路で、インテックス大阪の同人誌即売会に行くのに重宝していました。
		そういえば青ブーブー通信社のこみっくトレジャーってまだやってるんですかね？
	

	

	
		これまでは比較的ありふれた中規模のフェリーだったのが 2018 年に新造船に更改され、
		総トン数約1.5倍に大型化したのに伴い日本初の全席個室のフェリーになりました。
		停泊しているところを近くから見上げると壁しか見えないので倉庫かな? という感じですね。
		今回はオススメのフェリーなのでたくさん写真を撮ろうと思ったのですが、公共スペースは意外と人が多かったので
		結局ほとんど写真を撮れませんでした。今回は一部前に撮った写真も交えてお送りします。
	

		ちなみに、フェリーの大型化に合わせてターミナルビルも改築され、支払いにクレジットカードが使えるようになりました。
		これまでは現金払いのみ、しかも近所は工場ばかりでコンビニが無いので現金の持ち合わせが無いと詰んでしまっていたのですがこれで安心です (?)
	

	

	
		ロビーに掲示されている船室マップです。よくあるレイアウトだと船体中央付近は雑魚寝の二等船室になっているのですが
		個室がビッシリ並んでいるのがわかります。
		今回私が泊まったのはマップ右側の「シングルデラックス」です。
	

	

	
		シングルデラックスの船室はこんな感じ、ちょっと狭めのビジネスホテルくらいの部屋です。
		左側の机の手前には洗面台とクローゼットも備え付けられています。
		船体外周部の部屋なので窓があるのも嬉しいところですが、夜中なので景色はあまり楽しめないのが残念。
	

	

	
		部屋に備え付けのテレビで現在位置を見ることが出来ます。
		同じ内容はロビーのモニターでも見ることが出来るのですが、自分の部屋でベッドに寝ころびながら
		GPSの情報を眺められるのは無駄な特別感があります。
	

	

	
		今夜のFOX・ディナーは鯛だしのあっさり塩味ラーメン。
		具は鯛とかいわれ、瀬戸内レモンだけのシンプルなものです。
	

		本来はオススメメニューとして宇和島鯛めしがあったのでそれを狙っていたのですが、
		コロナ禍の影響でメニューが大幅に制限されていた影響か取扱い休止でした。残念。
	

		事前予約が必要なホテルビーフシチューなるものも一度は食べてみたいのですが、
		どうせなら愛媛らしいものが食べたいよねという気持ちとのせめぎあいで難しいところ。
	

		

	
		食事の後は大浴場でお風呂に入りました。
		お風呂はいつでも入れますが、出航直後の街灯りがみえるくらいの時間がおすすめです。
		新しい船なのでお風呂も奇麗で清潔、夜景を見ながらたっぷり温まってから寝ましょう。
	

	

	
		大阪行きの便の場合、瀬戸大橋は24時～24時半くらいの時間帯に通過します。
		ちょうどこの日に放映開始された「ストーンオーシャン」を観ている時に通過したせいか
		途中で映像が途切れてしまいました……
	

	

	
		FOX・あさごはんは和食、洋食から選択可能なのですが今回は洋食で。
		通常はバイキング形式で好きなものを選ぶタイプだったのですが、これまたコロナ禍の影響で
		定食のみになってしまいました。
	

		食パン、サラダ、スクランブルエッグという平凡な朝ごはんも船の特別感の中ではご機嫌なごちそうになります。
		そして飲み物は愛媛のまじめなポンジュース。
	

		

		

	
		上陸後は大阪から京都にかけてうろつきました。
		昔関西に住んでいたので、久しぶりに大阪をうろついてみるとだいぶん変わっていてびっくりしました。
	

	

	
		阪急梅田駅の京都線ホームの上にあった喫茶店がタリーズになっとる！
		昔ここでケーキとコーヒー食べながら電車を眺めるのが好きでした。
		そういえば住んでいた頃はまだ工事中だった淡路駅の上のおおさか東線が完成してJRの駅が出来てますね。
		貨物線の転用とはいえ今更新設するほどの需要あるんだろうか、おおさか東線……
	

	

	
		ヨドバシカメラは建物が増えていました。
		北側の建物はどうやら専門店街であることはわかりましたが、私が行くようなジャンルではなさそうだ……
		工事中だったヨドバシ西側のビル (グランフロント大阪) も完成していて大分景色が変わっていて驚きました。
	

	

	
		阪急梅田駅の地下・茶屋町もなんかオシャレなフードコートに生まれ変わってる！
	

		

	

	
		今回の旅行は京都に所用があったので、梅田で一仕切りジェネレーションギャップ？
		を楽しんだ後は JR で京都に移動しました。ここが FOX の本場……
		用があったのは写真の京都タワーがある側ではなく反対側の八条口側だったのですが、
		アバンティの 1 フロアまるまるドンキになってたり、バスターミナルの配置が大幅に変わっていて
		バス乗り場がどこに行ったか分からなくなったりと時間の流れを感じた瞬間でした。
	

		

	

	
		地下鉄の駅前に展示？されていた萌えキャラ達。アニメも作成されて Youtube で公開されてるんですね。
		製作は魚雷映蔵……知らない会社だ……せっかくなので地元の会社にお願いすればとも思うのですが、
		そういえば京都のアニメーション会社って京都アニメーションくらいしか知らないFOXなのでした。
	

		

		

	
		往復とも船を利用するのもいいのですが、帰りは陸路を利用しました。
		今回は一度走ってみたかった新名神から山陽道に合流、明石海峡大橋、淡路島を通って四国に渡るルートです。
		新名神は高槻から神戸までの区間を走ってきたんですが、その…思ったより狭いし出来立てにしてはあんまり道路の状態も良くないような……
		道路脇が工事中だった区間も多かったので、暫定的に開通させて順次拡張していく感じなんでしょうか。
	

	

	

	
		淡路パーキングエリアいいよね…この日は気持ちのいい快晴だったので明石海峡大橋も良く見えます。
		さすがにおひとりさまは寂しすぎるので観覧車は乗りませんでした……。
		展望台にはコインを入れる双眼鏡が設置されていて、関西空港や大阪の湾岸エリアを見ることも出来ます。
	

	

	
		これは今回ではなく以前来た時に双眼鏡が無料サービス中だったので、試しにデジカメのカメラをくっつけて撮影してみたところ、意外とちゃんと写ってたやつです。
		中央の関西空港連絡橋とその右側に見えるりんくうゲートタワービル、左端に白く光って見える建物は南海泉佐野駅前のホテルです。
		この画像は元の写真よりコントラストを強調しているんですが、それでもこんな雑な撮り方でもいけるもんですね……
	

	

	
		淡路島でのFOX・ランチはカレーうどん。淡路島名産のたまねぎが丸ごと一個入ったぜいたくなやつです。
		ここのたまねぎ商品は他にもスープとか肉まんのような手軽に買い食いできるものが多いのがありがたい……。
	


	道の駅 風早の郷 風和里ふわり (2022年2月6日)

	

	
		エブリイの定期点検をディーラーにお願いした際に代車をお借りしたので普段と違う車でお出かけしてみました。
		昔レンタカーでワゴンRを借りたときは良くも悪くもありふれた車って感じだったのですが、
		さすがに売れ筋車種だけあって現行モデルは内装もモダンな感じに格好良くなっていますね。
		ぱっと見ソリオかと思いました。
	

		

	
		今日のお出かけは国道196号沿いの道の駅、風和里ふわりです。
		松山からだと北条バイパスを気持ちよく走破した後の休憩ポイントとしてとてもいい場所です。
		目の前が海水浴場なので夏はとても混雑するのですが、この日はクソ寒い真冬なのにまあまあ混んでいました。
	

		

	
		道の駅はよく地元の名産品を売っているコーナーがあります。
		このコーナー、特に必要ない物でもつい勢いで買ってしまうような謎の力が作用しているのではと良く思います。
		さすがに野菜や魚は気軽に買えませんが、気軽に食べられる果物や特産品を使ったお菓子なんかはつい買ってしまいます。
	

		ここでは愛媛県らしく、道の駅周辺の北条地区や興居島、中島といった近隣の島で採れたみかんを売っていました。
		ちなみに一般的にコタツで食べるイメージの温州みかんは愛媛県では南部の愛南や西宇和といった地区でよく栽培されているようです。
	

		

	
		FOX・ランチはここのレストランでスレ画右下の鯛めし定食をいただきました。
		愛媛の鯛めしと言えば炊き込みご飯とお刺身乗せご飯の二種類あるのですが、これは北部寄りの鯛の炊き込みご飯タイプですね。
		鯛めしにお刺身、小鉢の酢の物がついて1200円、お昼ご飯としてはなかなかの贅沢ではあるものの、
		新鮮な海の幸たっぷりの定食でこのお値段はお得なのかも。
	

		現在のレストランは採れたての海の幸がウリの海鮮居酒屋を思わせるお店なのですが、
		「」の教えてくれた情報によるとこのレストランになる前は割と普通の食堂でカツ丼がお安くて美味しかったのだとか。
		それはそれでパーキングエリアのフードコート的なベストプレイスを感じますね。
	


	古い HDD を物理破壊 (2022年2月11日)

	

	
		先日買い替えた PC に載せていた HDD、微妙にプチフリーズが発生するような状態なので再利用はあまりしたくない。
		ついでに昔自宅サーバに載せていた HDD もずっと放置したままだったのでいい加減処分したい。
		ということでまとめてソフマップでやっている物理破壊サービスをお願いしてきました。
	

		わざわざ自分で破壊しなくても最近よくある「着払いで PC 送ってくれれば処分します」系サービスでもストレージは完全消去を強調しているし、
		この PC は完全にゲーム用として使っていたので Steam の自動ログインさえ解除してしまえば漏れる個人情報も無いのですが
		物理破壊サービスがどんなものなのか、やってみたかったんです……。
	

		昔の HDD は USB の外付けケースに入れて保管していたのですが、現行のシリアル ATA じゃない昔懐かしの IDE 接続でちょっと懐かしくなりました。
		あのクソ硬い平らなケーブルいいよね…… 3.5 インチの奴に至ってはコネクタが固着して外れなくなってるし。
	

		

	
		松山から最寄りのソフマップは広島駅前の現・ビックカメラ内にありました。
		ソフマップがビックカメラ傘下になって久しいのですが、故障対応や各種サービス用の窓口はソフマップのまま継続して残っていたようでした。
		あと申し訳程度にタブレットの中古売り場だけ残っていました。
	

		ちなみに、今回の広島への足は昨年夏にも乗ったシーパセオです。相変わらず青空を見ながら食べるうどんは美味しい。
	

		

	

	
		これが物理破壊済の HDD です。本体を貫通するように穴をあけてディスク面を破壊し、外装を潰してディスクの回転自体を阻害して動作不能にするという念を入れた破壊っぷりです。
		ここまでやっておけば粗大ゴミから発掘されたとしても難易度と作業コストが高すぎてサルベージを試みられることも無いでしょう、多分。
		ちなみに破壊済みの HDD はお店では廃棄してもらえず、こちらが持って帰って自分で粗大ゴミで捨てる必要があります。
		穴から破壊したディスクのガラス片が零れ落ちるので、厚めのビニール袋を持って行った方がいいです。
	

		

	
		ちなみに、松山市では 2022 年から PC 本体を粗大ゴミとして出せるようになりました。
		なんかリサイクル対策法的なやつでリサイクル業者なりメーカーなりに送るのが必須だったのでは？本当に大丈夫？？？
	

		

	

	
		今回は特に観光ではないので、帰りはさっさと帰るために高速艇「スーパージェット」を利用しました。
		通常のフェリーが松山～広島に片道 3 時間弱かかるところを 1 時間で渡ることが出来るのですが値段は倍。
		ゆっくり過ごすための船ではないのでのんびり寝て過ごせるカーペット席は無く売店もコーヒーとお菓子程度の簡易的なもののみです。
		通常のフェリーとは明らかに違うスピード感ですっ飛んでいくのはこれはこれで爽快ではあるのですが。
		船内の写真を撮ろうと思ったものの、他のお客さんが映りこまないように撮れたのは上の盗撮みたいな写真だけでした……
	

		

	FOX・おまけ

	

	
		広島港ターミナルビルの片隅にある売店コーナーです。
		広島土産やお酒、お菓子や飲み物が買えるちょっと懐かしい佇まいです。
		たばこ取扱や郵便マーク (印紙とか売ってるんでしたっけ) のステッカーが超懐かしい……
	

		きょうびお菓子や飲み物なんかはコンビニでも買えますし、広島港のすぐ近くにゆめタウン (ショッピングモール) があるので
		買い出しならそこですりゃいいじゃんって話なんですが、こういう売店で船内で食べるお菓子を選ぶのが何故か楽しくなっちゃうんですよね。
	

	

	
		一方、こちらはターミナルビル 2 階の飲食店フロアです。
		真ん中に写ってるカレー屋さんはコロナの営業自粛要請で無期限閉店中でした。
		フロアの奥が薄暗いのですが、コロナ禍で閉店しているからではなく実はコロナ禍以前から閑古鳥状態で常時照明を落とされています……。
	

		

	FOX・おまけ その2

	

	
		御船印ごせんいんというものを買ってみました。
		お寺に参拝した記念に書いていただくいわゆる御朱印の船バージョンのようなもので、日本国内の結構な路線が参加、販売されています。
		ただ集めてもよし、さらに公式の御船印帳に既定の船社数を集めると認定証がもらえるのだとか。
		ゲームの実績やトロフィー感覚ですね。
	


	鬼北町のモニュメント (2022年3月20日)

	

	
		しばらく雨模様が続いたところでちょうど日曜に朝から快晴になったのでドライブに出かけてきました。
		松山道に乗ってすぐのところにある伊予灘パーキングエリアは施設自体はさほど珍しくないものの
		展望台から松山市～伊予市を一望することが出来て、青い空と青い海を満喫できます。
	

		朝食におうどんなど頂いて気分良く出発したらこの辺りの道にしては珍しい大渋滞。
		何事かと思えば何やら事故を起こしたようで、緊急の工事のために松山道通行止めだとか。
	

		そんなわけで下道に降ろされて国道56号は大渋滞になったわけですが、
		この日記の少し前に医療従事 FOX が早朝ツーリング中に通行止めを喰らい、少し後に赤い FOX が通行止めを喰らい、
		スレで「最近の FOX 界は通行止めが流行りなのか」と突っ込まれていたのが印象に残ります。
	

		そして何が酷いってここで降ろされた 1 時間後くらいに工事完了して通行再開しているというところ。
		パーキングでちゃんと確認して待ってれば無駄に渋滞の下道を走らずにすんだという……。
	

		

	

	
		今日のルートは国道 56 号を大洲おおず市まで南下し、
		そこから国道 197 号へ入り高知県との県境に近い鬼北きほく町へ、
		国道 320 号を駆け下りて宇和島行きです。
		国道197号は大部分が市街地を離れた山の中なので整備が行き届いていない頃はイクナ１９７と呼ばれるほどの酷道だったそうですが、
		今では一しきり整備されてそこそこ快適に走ることが出来ます。
	

	
		
		
	

	
		今日最初の目的地、「日吉夢産地」では何やらえっちな感じの像がお出迎えしてくれます。
		この「柚鬼媛ゆきひめ」像は現地の安産祈願、家内安全に関する伝説をモチーフとして
		フィギュアでお馴染み海洋堂の BOME 氏が製作されたのだとか。
		やはりというか訪れる人が皆写真を撮っていました。もちろん私も撮っていました。
	

		ここではご当地の特産品としてキジ肉の串焼きを頂くことが出来ました。
		残念ながら私の馬鹿舌では焼き鳥だな？以上の感想はなかったのですが……。
		あとは麦味噌や柚子、栗関連の商品が多かったですね。秋になったら栗を買いに来ようか。
	

	

	
		次の目的地、「広見 森の三角ぼうし」でも巨大な鬼の像が出迎えてくれるのですが、
		こちらは柚鬼媛ほどには写真を撮られていませんでした……。
		こちらの像、「鬼王丸きおうまる」も同じく海洋堂製作で、
		柚鬼媛が抱いていた赤ちゃんは幼いころの鬼王丸なのだとか。
	

		こちらでは近くの農園で採れるイチゴを使ったソフトクリームがあったのですが、残念ながら売り切れでした。
		あと、ホオズキのソフトクリームなるものがあって、残念ながら食べ損なったのですが
		ホオズキって食べられるんだ…どんな味なんだろう。
	

		

	

	
		広見を出たら国道 320 号を一気に駆け下り、宇和島まで出て今日の FOX・ディナーをいただきました。
		宇和島と言えば鯛めし！と思っていたのですが、「ひぶりめし」なるものがあったのでこっちにしました。
		お刺身たっぷりのどんぶり飯に生卵とタレをかけて雑に掻き込む日振ひぶり島の漁師メシです。
	

		これで 1000 円はかなりお得だと思います。
	

	

	
		FOX・おみやげ

		道の駅にいくとつい勢いで買い物をしてしまうわけですが、今回は鬼北町名産のキジ肉入りの麦味噌に同じく鬼北町で作られている銘菓たると、
		何故か北海道の会社ですが宇和島に店舗があるロイズの季節限定、桜フロマージュ味の生チョコです。
		麦味噌はそのまま白ご飯に乗せていただきましたが、野菜スティックや田楽に塗って食べても美味しいのではないかと思いました。
		画像の他に柚鬼媛、鬼王丸をモチーフとした「鬼味噌」というものもあり、そちらもオススメです。
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